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コ
ソ
ア
で
指
示
す
る
」
と
い
う
こ
と

―
―
直
示

（ダ
イ
ク
シ
ス
）
に
つ
い
て
の
覚
書
―
―

一
　

は
じ
め
に

現
代
日
本
語
の
指
示
詞

（
コ
ソ
ア
）
研
究
は
こ
れ
ま
で
、
二

つ
の
側
面
で

議
論
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず

一
つ
は
、
直
示
用
法
の
指
示
範
囲

（人
称

・
距
離
区
分
説
）
や
、
照

応
用
法
の
ソ
と
ア
の
使
い
分
け
の
問
題
等
と
い
っ
た
具
体
的
な
用
法
の
研
究

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
年
、
膨
大
な
数
の
報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
、

特
に
金
水

・
田
窪

（
一
九
九
〇
）
金
水

（
一
九
九
九
）
等
の
論
考
に
よ
り
、

こ
の
用
法
に
関
す
る
分
析
は
、
か
な
り
の
高
い
水
準
に
達
し
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
も
う

一
つ
の
研
究

の
側
面
と
し
て
、

コ
ソ
ア
の
指
示

（直
示

等
）
自
体
の
概
念
を
扱

っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り

で
は
、
田
窪

（
一
九
九
〇
）
奥
田

（
二
〇
〇

一
）
渡
辺

（
二
〇
〇

一
）
等
の

研
究
が
あ
る
が
、
先
の
具
体
的
な
用
法
の
研
究
に
対
し
、
か
な
り
少
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
直
示
自
体
の
規
定
が
明
確
に
な
さ
れ

な
い
ま
ま
、
個
々
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
真
の
問
題
点
が

岡

崎

友

見
え
難
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
ソ
ア
の
指
示

（直
示
等
）
自
体
に

関
し
て
は
、
未
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
自
身
の
研
究
で
も
、

コ
ソ
ア
が
行
う
働
き
に
つ

い
て
、
「直
示
」
「指
示
す
る
」
「指
す
」
等
を
使
用
し
て
き
た
が
、
果
た
し

て
こ
れ
ら
が
本
質
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
、
あ

ま
り
に
無
自
覚
で
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
本
論
は
先
行
研
究
を
基
に
、

コ
ソ
ア
の
直
示

（ダ
イ
ク
シ
ス
）
そ

の
も
の
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
な
お
、
ダ
イ
ク
シ
ス
に

関
し
て
は
、
空
間
的
な
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
人
称
的

（私

。
あ
な
た
等
）
、

時
間
的

（今

・
昨
日
等
）
と
い
う
様
々
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
論

で
は
紙
幅
の
都
合
か
ら
空
間
的

（
コ
ソ
ア
）
な
問
題
に
焦
点
を
絞

っ
て
い
く
。

一
一　
直
示

（ダ
イ
ク
シ
ス
）
と
指
示

直
示

（ダ
イ
ク
シ
ス
）
と
指
示
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
後
者
の

下
位
範
疇

で
あ
る
、
と
す
る
の
が

一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
直
示

子



（ダ
イ
ク
シ
ス
）
を
含
む

「指
示
」
の
下
位
分
類

・
用
語
は
、
先
行
論
文
に

よ

っ
て
か
な
り
相
違
す
る
。
そ
こ
で
以
下
の
表

一
に
、
先
行
研
究
の
指
示
の

分
類
を
示
す
。
こ
の
表

一
の
二
重
線
で
囲
ん
だ
部
分
が
、
各
論
の
直
示

（ダ

イ
ク
シ
ス
）
と
目
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
直
示

（ダ
イ
ク
シ
ス
）
は
、
金
水

（
二
〇
〇
〇
）
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
眼
前
指
示

・
直
接
指
示

。
現
場
指
示
と
、
各
論
に
お
い

て
区
別
も
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
直
示

（ダ
イ
ク
シ

ス
）
の
規
定
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い
為
に
起
こ
る
様
々
な
問
題
が
、
各

論
で
論
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
論
に
入
る
前
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
整

理
し
て
お
く
。

表

一

※
　
強
調
文
字

「記
憶
指
示
」
「
ア
」
「観
念
用
法
」
の
部
分
は
、
直
示

（ダ
イ
ク
シ

ス
）
に
、
か
な
り
近
い
と
さ
れ
る
も
の
。

①

【直
示
の
定
義
に
つ
い
て
】

コ
ソ
ア
の
ダ
イ
ク
シ
ス
用
法
で
あ
る

「
直

示
」
を
、
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
の
か
。
ま
た
、

コ
ソ
ア
で

「
指
示
す

る
」
と
い
う
行
為
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

②

【
非
言
語
行
為
が
義
務
的

で
あ
る
と
さ
れ
る
問
題
に

つ
い
て
】
渡
辺

（
二
〇
〇
三
）
で
は
、
指
差
し
等
が
義
務
的
で
あ
る
非
言
語
的
指
示
行

為
依
存
ダ
イ
ク
シ
ス

「直
示
語
」
（
コ
ソ
ア
）
と
、
指
差
し
等
が
不
必

要

で
あ
る
発
話
場
面
依
存
ダ
イ
ク
シ
ス

「指
標
詞
」
（私
、
今
、　
一
部

の
コ
と
ソ
）
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
は
日
本
語
の
指
示
詞
の
機

能
に
と

っ
て
本
質
的
な
も
の
か
。

③

【
２

般
的
な
）
直
示
と
直
示
の
象
徴
的
用
法
の
問
題
に
つ
い
て
】
②

と
密
接
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
金

（
二
〇
〇
四
）
で
は

（
１
）

を
直
示
の
象
徴
的
用
法
、
（２
）
を
直
示

（
一
般
的
な
直
示
語
）
と
し

て
、
そ
の
用
法
を
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
余
１
）
（
２
）
の
例
は
、
金
二
〇
〇
四
よ
り
）

（
１
）
Ａ

（あ
る
会
社
を
訪
ね
て
）
こ
こ
は
田
中
社
長
の
居
ら
れ
る
会

社
で
し
ょ
う
？

Ｂ

は
い
？
そ
う
で
す
。
失
礼
で
す
が
、
ど
ち
ら
様
で
し
ょ
う
か
。

（
５
頁
）

（２
）
（目
の
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
指
差
し
な
が
ら
聞
き
手
に
）

明
日
の
昼
平
‐二
時
頃
、
こ
こ
で
食
事
し
な
い
？

（
９
頁
）

④

【
ソ
系
の
直
示
の
問
題
に

つ
い
て
】
（
３
）
の
よ
う
な
用
法
を
、

の
直
示
の
特
殊
な
も
の
と
す
る
立
場

（金
水
二
〇
〇
〇
）
と
、　
一

岡
崎
二
〇
〇
二

三
上

一
九
七
〇

久
野

一
九
七
三

（
２
）

吉
本

一
九
九
二

金
水

一
九
九
九

渡
辺
三
〇
〇
三

直
示
用
法

直
接
指
示

眼
前
指
示

現
場
指
示

直
示
用
法

ダ

イ

ク

シ

ス

コ
ソ
ア
の

「指
示
」
の
下
位
分
類

観
念
用
法

文
脈
承
前

（
ア
）
　

　

　

（
コ
・
ソ
）

文
脈
指
示

文
脈
指
示

（
ア
）
　

　

　

（
コ
・
ソ
）

非
直
示
用
法

（記
憶
指
示
）
　

　

　

　

（文
脈
指
示
）

第
二
の
タ
イ
プ

（記
憶
指
示
）

照
応
用
法

ア

ナ

フ

ァ
ー

般 ソ
的 系



な
直
示
と
す
る
立
場

（渡
辺
三
〇
〇
三
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ソ
系

の
扱
い
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
直
示
の
規

定
に
相
違
が
生
じ
る
の
か
。

（３
）
Ａ
も
し
も
し
、
田
中
君
で
す
か
。

Ｂ
は
い
は
い
、
山
田
君
？
　
そ
こ
、
ど
こ
？

（金
水
二
〇
〇
〇
よ
り
、

１６２
頁
）

本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
詳
細
に
考
察
し
た
上
で
、
指
示
詞
の

「直

示
」、
及
び
指
示
詞
が

「指
示
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
本
質
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

〓
一　
直
示
の
定
義

（仮
説
）

先
行
研
究
に
お
い
て
直
示
は
、
金
水

（
一
九
九
九
）
で

「談
話
に
先
立

っ

て
言
語
外
世
界
に
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
と
話
し
手
が
認
め
る
対
象
を
直
接

指
し
示
し
、
言
語
文
脈
に
取
り
込
む
こ
と
で
あ
る
」
（６８
頁
）
と
し
、
ま
た

渡
辺

（二
〇
〇
三
）
は

「
ダ
イ
ク
シ
ス
、
指
示
対
象
の
同
定
が
発
話
場
面
に

依
存
す
る
指
示
」
（４‐９
頁
）
と
す
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
コ
ソ
ア
の
直
示

の
定
義
を
、
以
下
の
よ
う
に
仮
定
す
る
。

（４
）
【
原
則
的
な
直
示
の
定
義
】
（仮
）

Ｉ
　
意
図
　
話
し
手
が
Ⅳ
場
面
に
存
在
す
る
Ⅲ
対
象
を
、
言
語
文
脈
に
取

り
込
む
た
め
に
行
う
。

Ⅱ
　
方
法
　
話
し
手
の
発
話
場
所
を
座
標
軸
と
し
て
、
発
話
そ
の
も
の
で

Ⅲ
対
象
を
指
し
示
す
。
ま
た
、
「指
差
し
」
等
の
身
体
的
指

示
動
作
は
、
直
示
の
補
助
的
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

Ⅲ
　
対
象
　
談
話
空
間
に
お
い
て
、
話
し
手
が
視
覚

・
聴
覚
等
で
物
理
的

に
、
ま
た
感
情

・
感
覚
等
で
仮
構
的
に
そ
の
存
在
を
捉
え
ら

れ
る
全
て
の
も
の
ご
と
。

例

（仮
構
的
）
な
か
な
か
こ
の
思
い
が
彼
女
に
伝
わ
ら
な
い
。

Ⅳ
　
場
面
　
話
し
手
と
聞
き
手
の
、
談
話
空
間
及
び
談
話
時
間
が

一
致
す

る
場
。

な
お
、
指
示
詞
に
よ
る

「
指
示
」
と
い
う
行
為
は
、
話
し
手
の

「
（対
象

を
）
指
示
す
る
」
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
聞
き
手
の

「
（対
象
を
）
同
定
す

る
」
と
い
う
行
為
を
必
然
的
に
伴
う
。
し
か
し
、
こ
の
二

つ
の
行
為
は
別
の

も
の
で
あ
り
、
（
４
）
の
原
則
的
な
直
示
の
定
義
は
、
話
し
手
の
行
為
の
み

を
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
考
察
す
る
。

こ
の
直
示
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｉ
意
図
は
ほ
と
ん
ど
問
題
が
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
Ⅱ
か
ら
Ⅳ
に
つ
い
て
は
、
渡
辺

（
二
〇
〇
三
）
金

（
二

〇
〇
四
）
等
で

（直
示
の
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
）
相
違
が
あ
る
た
め
、

二
節
で
あ
げ
た
②
～
④
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
用
例
を
も
と
に
考
察
を
加
え
な
が
ら
、

上
記
の
直
示
の
定
義
を
さ
ら
に
精
密
化
し
て
い
く
。

四
　
直
示
の
Ⅱ
方
法
と
Ⅲ
対
象
に
つ
い
て

本
節

で
は
、
二
節

の
問
題
②

。
③
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先

の

（
４
）
の
Ⅱ
方
法

・
Ⅲ
対
象
を
明
確
に
規
定
し
て
い
く
。
ま
ず
、
本
節

で
中

心
と
な
る
主
張
を
、
先
に
ま
と
め
て
お
く
。



（
５
）

ａ

直
示
の
Ⅱ
方
法

話
し
手
は
発
話
場
所
を
座
標
軸
と
し
て
、
対
象
ま
で
の
距
離

。
人

称
表
示

で
あ
る

「
コ

（近

い
）
。
ソ

（
や
や
遠
い

。
聞
き
手

に
近

い
）
・
ア

（遠
い
）
」
で
対
象
を
指
し
示
す
。
な
お
、

コ
ソ
ア
の
直

示
は
発
話
の
み
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
指
差
し
等
の
身
体
的
指
示

動
作
は
コ
ソ
ア
の
直
示
に
と

っ
て
常
に
義
務
的
で
は
な
い
。
こ
の

身
体
的
指
示
動
作
と
は
、
距
離

（人
称
）

。
発
話
状
況

・
属
性

（語
彙
）
情
報
を
考
慮
し
た
上

（語
用
論
的
理
由
）
で
、
聞
き
手
の

同
定
に
は
必
要
で
あ
る
と
、
話
し
手
が
想
定
し
た
場
合
に
行
わ
れ

る
補
助
的

ツ
ー
ル
で
あ
る
。

ｂ

直
示
の
Ⅲ
対
象

話
し
手
は
談
話
空
間
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
る
全

て

の
も
の
ご
と
を
直
示
で
き
る
。
但
し
対
象
が
、
話
し
手
が
心
理
的

に
措
定
す
る
空
間
で
あ
る
場
合
と
、
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る
事
物

を
指
示
す
る
場
合
と
で
は
制
約
が
異
な
る
。

で
は
、
二
節
の
問
題
②

。
③
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
。

ま
ず
、
二
節
の
②

で
述

べ
た
よ
う
に
渡
辺

（
二
〇
〇
三
）
で
は
、
直
示

（渡
辺
三
〇
〇
三
で
は
、
ダ
イ
ク
シ
ス
）
を
、
指
差
し
等
が
不
必
要

で
あ
る

発
話
場
面
依
存
ダ
イ
ク
シ
ス

「
指
標
詞
」
（例
６
）
と
、
指
差
し
等
が
義
務

的
で
あ
る
非
言
語
的
指
示
行
為
依
存
ダ
イ
ク
シ
ス

「直
示
語
」
（例
７
）
に

分
類
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
は
金

（
二
〇
〇
四
）
の
直
示
の
象
徴
的
用
法
と
、

直
示

（
一
般
的
な
直
示
語
）
の
分
類
に
対
応
す
る
。

（６
）
（渡
辺
三
〇
〇
三
の
指
標
詞
、
金
二
〇
〇
四
の
象
徴
的
用
法
）

（喫
茶
店
の
中
で
）
こ
こ
／
こ
の
喫
茶
店
、
静
か
で
い
い
ね
。

（
７
）
（渡
辺
二
〇
〇
三
の
直
示
語
、
金
二
〇
〇
四
の
直
示
語
）
（通
り
を

あ
る
い
て
い
る
と
き
喫
茶
店
を
指
指
し
な
が
ら
）

こ
こ
／
こ
の
喫
茶
店
、
静
か
で
い
い
よ
。

（例
文
は
渡
辺
三
〇
〇
三
よ
り
、

４２２
頁
、
「指
指
し
」
は
原
文
の
ま
ま
）

で
は
、
②
の
問
題
点
で
あ
げ
た
、
渡
辺

（
二
〇
〇
三
）
の

「指
差
し
」
等

の
身
体
的
指
示
動
作
が
、
直
示
語
の
用
法
で
は
義
務
的
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
（
８
）
～

（１０
）
の
直
示
の
用
例
を
も
と
に
検
証
し
て
い
く
。

（
８
）
（
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
席
。
女
性
客
は
数
人
。
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
五
席

向
こ
う
に
い
る
女
性
）

ａ

ほ
ら
、
あ
れ
が
太
郎
を
振

っ
た
女
だ
よ
。

ｂ

ほ
ら
、
あ
の
女
が
太
郎
を
振

っ
た
女
だ
よ
。

（
８
）

ａ
ｂ
で
は
距
離

（
ア

「
遠
い
し

。
発
話
状
況

（複
数
人
の
女
性
が

い
る
）
の
問
題
か
ら
、
「
日
配
せ
」
「
軽
い
指
差
し
」
と
い
っ
た
身
体
的
指
示

動
作
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
（９
）

ａ
も
何
ら
か
の
身
体
的
指
示
動
作
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
（９
）
ｂ
に
お
い
て
は
、
「
研
究
室
は
二
人
き
り
、
女
性
の
持

っ
て
い
た

バ

ッ
ク
は

一
つ
」
と
い
う
状
況
で
あ
れ
ば
、
「
指
差
し
」
等
の
身
体
的
指
示

動
作
は
特
に
必
要
な
い
。

（
９
）
（研
究
室
に
入

っ
て
き
た
女
性
に
）

ａ

あ
ら
、
そ
れ
と
て
も
素
敵
だ
ね
。

ｂ

あ
ら
、
そ
の
バ
ッ
ク
と
て
も
素
敵
だ
ね
。



そ
し
て
、
（
１０
）

ａ
ｂ
で
は
、
「指
差
し
」
等
の
身
体
的
指
示
動
作
は
必
要

な
い
だ
ろ
う
。

（
１０
）
（日
の
一則
に
マ
ネ
キ
ン

一
体
。

了
不
キ
ン
に
は
プ
ラ
イ
ス
カ
ー
ド
が

貼

っ
て
あ
る
。
）

ａ

う
わ
、
こ
れ
高
い
ね
―

ｂ

う
わ
、
こ
の
服
高
い
ね
！

そ
こ
で
本
論

で
は
、
こ
の
直
示
に
お
け
る

「
日
配
せ
」
「
指
差
し
」
等
の

身
体
的
指
示
動
作
の
伴
い
や
す
さ
に
つ
い
て
、
以
下
の
三

つ
の
要
素
が
関
連

し
て
い
る
と
推
測
す
る
。

（Ｈ
）

ａ
距
離

（人
称
）
、
ｂ
属
性

（語
彙
）
情
報
、

ｃ
発
話
状
況

ま
ず
、
議
論
を
よ
り
明
確
に
す
る
為
、
単
純
化
し
た
指
示
の
過
程
を

（
１２
）

に
示
す
。

（‐２
）
指
示
の
過
程

（図

一
）

日
本
語
の
指
示
詞
に
よ
る
指
示
に
は
、
次

の
二
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（第

一　
指
示
詞
の
語
構
成
要
素
の
与
え
る
影
響
）

ま
ず
、
第

一
と
し
て
日
本
語
の
指
示
詞
を
構
成
す
る
語
の
要
素

（特
に
語

尾
）
が
、
聞
き
手
の
対
象
の
同
定
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
語
の
指
示
詞
は
コ
ソ
ア
と
い
う
距
離
を
表
す
形
態
素
を
語
頭
に
、

「―
レ
、
―

コ
、
―
ノ

（
＋
名
詞
）、
―
ン
ナ
」
等
の
形
態
素
を
語
尾
に
持

つ

語
類

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ー
レ

（物
と

「
―
コ

（場
所
と

「―
ノ
十
名
詞

（物
等
と

「―
ン
ナ

（様
態
と

等
の
属
性
情
報
を

持

つ
。
こ
の
よ
う
に
話
し
手
は
指
示
詞
を
発
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
聞
き
手

に
対
し
距
離
表
示
だ
け
で
は
な
く
対
象
の
属
性
情
報
も
あ
る
程
度
は
与
え
て

い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
属
性
情
報
に
つ
い
て
、
先
の

（９
）

ａ
「
そ
れ
」
ｂ

「
そ
の
バ
ッ
ク
」
で
は
、
（９
）

ａ
「―
レ
」
よ
り

（９
）
ｂ

「―
ノ

（
＋
名

詞
と

方
が
、
普
通
名
詞
の
語
彙
情
報
が
付
加
さ
れ
る
分
、
聞
き
手
に
与
え

る
情
報
の
量
は
当
然
多
い
。

（第
二
　
発
話
状
況
が
与
え
る
影
響
）

次
に
第
二
と
し
て
、
発
話
状
況
が
聞
き
手
の
対
象
の
同
定
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
語
に
お
い
て
は
、
田
窪

（二
〇
〇

二
）
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
発
話
状
況
に
よ
っ
て
は
普
通
名
詞
の
み
で
も
、

現
場
の
要
素
を
直
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
‐３
）
本
取

っ
て
。

（田
窪
二
〇
〇
二
よ
り
、

２０３
頁
）
　

３

話
し
手
　
　
　
［対
象
を
認
識
］

↑

［座
標
軸
か
ら
の
距
離
を
計
算

・
コ
ソ
ア
選
択
］

↑

［
コ
ソ
ア
を
発
話
］



こ
の
普
通
名
詞
に
よ
る
指
示
と
同
様

に
、
先

の

（
９
）
ｂ

「
そ
の
バ

ッ

ク
」
も
、
「
研
究
室
は
二
人
き
り
、
女
性
の
持

っ
て
い
た
バ

ッ
ク
は

一
つ
」

と
い
う
発
話
状
況
で
は
、
ソ
に
よ
る
距
離

（又
は
人
称
）
表
示
と
普
通
名
詞

「
バ
ッ
ク
」
の
語
彙
情
報
の
み
で
十
分
同
定
可
能
で
あ
る
。
（も
し
研
究
室
に

複
数
人
、
ま
た
バ

ッ
ク
も
複
数
個
の
場
合
に
は
、
身
体
的
指
示
動
作
が
な
い

と
同
定
は
困
難
）

（９
）

ａ

あ
ら
、
そ
れ
と
て
も
素
敵
だ
ね
。

ｂ

あ
ら
、
そ
の
バ

ッ
ク
と
て
も
素
敵
だ
ね
。
（再
出
）

以
上
の
よ
う
に
、

コ
ソ
ア
に
よ
る
距
離

（人
称
）
表
示
と
、
上
記
の
二

つ

の
留
意
点

で
あ
る

「―

コ

ｏ
ｌ

レ

。
―

ノ

（
＋
名
詞
と

等

に
よ
る
属
性

（語
彙
）
情
報
、
さ
ら
に
発
話
状
況
か
ら
総
合
的
に
、
聞
き
手
は
指
示
対
象

を
推
定
、
そ
し
て
同
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（Ｈ
）

ａ
距
離

（人
称
）
、
ｂ
属
性

（語
彙
）
情
報
、　
ｃ
発
話
状
況

（再
出
）

そ
こ
で
話
し
手

の
指
示
行
為
と
し
て
は
、
（
８
）
（９
）
の

「
コ
レ

・
ソ

レ
」
の
よ
う
に
情
報
が
少
な
い
場
合

（「―

レ
」
の

「
物
」
と
い
う
情
報
の

み
）
や
、
（
８
）
ｂ

「
あ
の
女
」
の
よ
う
に
距
離
が
遠
く
、
ま
た
発
話
状
況

（複
数
女
性
が
い
る
）
か
ら
対
象
を
ひ
と

つ
に
絞
り
込
め
な
い
場
で
は
、
話

し
手
は
聞
き
手
の
同
定
が
困
難
で
あ
る
と
予
測
し
、
「
指
差
し
」
等
の
身
体

的
指
示
動
作
を
補
助
的
に
用
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
語
尾
が

「―

レ
」
と
い
う
情
報
が
少
な
い
場
合
で

も
、
（
１０
）

ａ

「
こ
れ
」
の
よ
う
に
距
離
も
近
く
、
対
象
が
ひ
と

つ
と
い
う

発
話
状
況
で
あ
れ
ば
、
話
し
手
は
聞
き
手
の
同
定
が
容
易
で
あ
る
と
予
測
し
、

身
体
的
指
示
動
作
は
行
わ
な
い

（勿
論
、
行

っ
て
も
問
題
は
な
い
）
。

以
上
、

コ
ソ
ア
の
直
示
と
は
、
（
１２
）
図

一
の
右
部
で
あ
る
話
し
手
の
行

為

（対
象
を
認
識
↓
対
象
ま
で
の
距
離
を
計
算
↓

コ
ソ
ア
選
択
↓
発
話
）
の

み
を
指
し
、
そ
の
他

「
指
差
し
」
等
の
身
体
的
指
示
動
作
は
、
直
示
に
と

っ

て
常
に
義
務
的
で
は
な
く
、
語
用
論
的
に
必
要
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
た
場
合

に
表
れ
る
補
助
的
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
。

次
に
、
上
記
の
問
題
と
関
連
す
る
二
節
の
問
題
点
③
を
検
討
し
て
い
く
。

金

（
二
〇
〇
四
）
で
は
、
（
１４
）
の
よ
う
な

コ
の
指
示
を
、
直
示
の

「象
徴

的
用
法
」
と
し
て

（
一
般
的
な
）
直
示
と
は
分
類
し
て
考
え
る
べ
き
用
法
で

あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

（
‐４
）
こ
の
国
で
は
い
っ
た
い
誰
が
外
国
人
な
の
か
外
見
で
は
判
断
で
き

な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
外
国
人
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
必
要
も
な

い
の
だ
。
（以
下
省
略
）
　
　
　
　
　
（金
二
〇
〇
四
よ
り
、
５
頁
）

金

（
二
〇
〇
四
）
の
直
示
の

「
象
徴
的
用
法
」
は
、
堀
口

（
一
九
八
七
）

の

「絶
対
指
示
」
の
概
念
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
指
示
対
象
は

話
し
手
本
人
、
も
し
く
は
話
し
手
を
含
む
時
間
と
場
所
、
ま
た
は
あ
る
状
況

の
程
度
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
（先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の

「
象
徴
的
用
法
」

は
渡
辺

（二
〇
〇
三
）
の

「
指
標
詞
」
に
あ
た
る
）

こ
の

「絶
対
指
示
」
「
象
徴
的
直
示
」
は
、
「常
に
特
定
の
対
象
を
絶
対
的

に
指
示
す
る
用
法
」
（堀
口

一
九
八
七
、

８９
頁
）
「
そ
の
指
示
対
象
を
直
接
指



で
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
発
話
の
状
況
／
直
示
の
中
心
に

関
す
る
情
報
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
の
み
で
指
示
対
象
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、　
一
般
的
な
直
示
用
法
と
は
異
な
る
」
（金
二
〇
〇
四
、
５
～
６
頁
）
と

い
う
特
徴
を
持

つ
用
法
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
分
類
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
疑
間
点
が
浮
か
び
上
が
る
。

（
‐５
）
「
絶
対
指
示
」
「象
徴
的
直
示
」
は
、

コ
の
処
の
用
法

で
あ
り
、
ま

た
指
示
対
象
は
場
所

・
時
間

。
程
度
と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
用

法
に
偏
り
が
あ
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
身
体
的
指
示
動

作
は
直
示
に
と

っ
て
補
助
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
差
し

で
き
る

。
で
き
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
用
法
を
分
類
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
以
上
か
ら
、
「絶
対
指
示
」
「象
徴
的
直
示
」
を
指
示

の

一
用
法
と
し
て
、
２

般
的
な
）
直
示
と
は
別
に
分
類
す
る
こ
と

は
指
示
に
と

っ
て
本
質
的
な
問
題
か
。

本
論
で
は
、
（６
）
（
１４
）
等
の
コ
に
つ
い
て

「
象
徴
的
直
示
」
と
い
っ
た

別
の
用
法
で
は
な
く
、
田
窪

（
二
〇
〇
二
）
の
近
称
制
約
を
受
け
る
直
示
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
近
称
制
約
と
は
、
田
窪

（
二
〇
〇
二
）
で

「自
分
の

手
に
も

っ
て
い
る
も
の
を
指
す
と
か
、
自
分
が
直
接
稼
動
で
き
る
身
体
部
位

な
ど
を
指
し
て
同
定
す
る
場
合
は
、

コ
系
列
を
使
う
の
が
原
則

で
あ
る
」

（
２００
頁
）
と
い
う
よ
う
な
、

コ
が
義
務
的
で
あ
る
状
況
を
い
う
。

そ
こ
で
、
田
窪

（
二
〇
〇
二
）
の
近
称
制
約
を
受
け
る
空
間
に
関
す
る
指

摘
を
引
用
す
る
。

し
か
し
、
空
間
の
場
合
は
、
話
し
手
や
聞
き
手
自
身
が
含
ま
れ
て
い

る
場
合
と
そ
の
空
間
か
ら
外
に
出
て
い
る
場
合
と
で
は
多
少
相
違
が

あ
る
。
例
え
ば
話
し
手
が
部
屋
の
中
に
入

っ
て
い
て
、
そ
の
部
屋
を

示
す
場
合
は

「
こ
の
部
屋
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
表
現
は
不
可
能

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
空
間
に
入

っ
て
い
る
場
合
は
近
称
制
約
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

（田
窪
二
〇
〇
二
、

２０‐
～
２０２
頁
）

で
は
、
こ
の
近
称
制
約
を
受
け
る
空
間
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
、
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
、
話
し
手
の
直
示
に
お
け

る
心
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
話
し
手
は
談
話
空
間
の
中
心
で
あ
る
座
標
軸
に
立

っ
て
お
り
、
そ

の
空
間
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
あ
る
限
ら
れ
た
境
界
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
限
ら
れ
た
空
間
と
は
、
話
し
手
が
心
理
的

（な
わ
ば
り
的
）
に
近
い
と
感

じ
る
領
域
で
あ
り
、
話
し
手
が

コ
系
的
と
措
定
す
る
領
域
で
あ
徒
。
こ
の
領

域
は
話
し
手
の
心
理
的
操
作
に
よ

っ
て
、
自
由
に
拡
大

。
縮
小
す
る
。
例
え

ば
、
六
畳
の

「
こ
の
部
屋
」
、
さ
ら
に
二
十
五
階
立
て
の

「
こ
の
会
社
」
、
さ

ら
に
は
最
も
広
大
な

「
こ
の
世
界
」
と
い
っ
た
も
の
ま
で
、

コ
系
的
な
領
域

は
拡
大

・
縮
小
す
る
。

そ
し
て
こ
の
コ
系
的
な
領
域
は
、
話
し
手
が
心
理
的
に
措
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
話
し
手
は
指
さ
し
等
の
身
体
的
指
示
動
作
で
こ
れ
ら
を
示
す
こ
と
は

で
き
な
い
。



こ
こ
ま
で
は
、
心
理
的
に
措
定
す
る
対
象
の
直
示
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
実
際
に
談
話
空
間
に
存
在
す
る
、
視
覚
で
捉
え
ら
れ
る
対
象
の
直
示
に

も
近
称
制
約
を
受
け
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
先
の
田
窪

（
二
〇
〇
二
）
で
指
摘
す
る
、
話
し
手
の
手
に
持

っ

て
い
る
も
の
や
、
直
接
稼
働
で
き
る
身
体
部
位
等
を
直
示
す
る
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
物
の
直
示
は
、
先
の
近
称
制
約
を
受
け
る
空
間
の
直
示
と
、
対

象
の
自
己
操
作
可
能
性
と
い
う
点
で
類
似
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
視
覚
で
捉
え
ら
れ
る
対
象
の
直
示
に
つ
い
て
は
、

近
称
制
約
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
直
示
は
、
そ
の
指
示
対
象

に
よ

っ
て
制
約
が
異
な
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
の
二
節
③
の
問
題
に
戻

っ
て
み
た
い
。
（
１
）
の
例
の
場
合

は
近
称
制
約
を
受
け
る
空
間
で
あ
る
為
、
「
こ
ツと

し
か
用
い
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
れ
に
対
し

（２
）
で
は
、
空
間
で
は
な
く
、
日
の
前
の
視
覚
で

捉
え
ら
れ
る
事
物

（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と
し
て
直
示
し
て
い
る
為
、
（も
ち
ろ

ん
自
己
の
操
作
可
能
性
は
な
く
）
近
称
制
約
は
受
け
な
い
。

（
１
）
Ａ

（あ
る
会
社
を
訪
ね
て
）
↑
）
」
／

＊
そ
こ
）
は
田
中
社
長
の
居

ら
れ
る
会
社
で
し
ょ
う
？

（２
）
（目
の
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
指
差
し
な
が
ら
聞
き
手
に
）

明
日
の
昼
十
二
時
頃
、
（
こ
こ
／
そ
こ
）
で
食
事
し
な
い
？

（再
出
、
但
し

（
１
）
（
２
）
に

「
そ
こ
」
を
加
え
た
）

以
上
の
よ
う
に
、
金

（
二
〇
〇
四
）
「
象
徴
的
直
示
」
堀
口

（
一
九
八
七
）

「
絶
対
指
示
」
は
、
近
称
制
約
を
受
け
た
直
示
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確

か
に
、
制
約
を
受
け
る
と
い
う
点
で
特
徴
が
あ
る
直
示
と
言
え
る
が
、
し
か

し
、
直
示
と
別
の
用
法
と
し
て
分
類
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。

四
　
直
示
の
Ⅳ
場
面
に
つ
い
て

次
に
、

コ
ソ
ア
の
直
示
の
Ⅳ
場
面
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
中
心
に
考
察

す
る
。

（
‐６
）
Ⅳ
場
面
に
つ
い
て

原
則
的
な
直
示
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
談
話
空
間
及
び
談
話
時

間
が

一
致
す
る
場

で
あ
る
。
そ
の
他
、
電
話
や
手
紙
等
の
話
し
手

（書
き
手
）
と
聞
き
手

（読
み
手
）
の
談
話
空
間
や
談
話
時
間
が
ず

れ
る
場
合
や
、
独
り
言
の
よ
う
に
聞
き
手
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、

そ
の
直
示
に
制
約
が
生
じ
る
。

で
は
、
電
話
に
お
け
る
直
示
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
直

示
の
特
徴
を
探

っ
て
い
く
。

な
お
、
独
り
言
に
よ
る
直
示
に
つ
い
て
は
、
田
窪

（
二
〇
〇
二
、

１９８
頁
）

「
聞
き
手
の
近
傍
に
あ
る
対
象
は
、
独
り
言
と
対
話
と
で
は
異
な

っ
た
指
示

詞
が
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
の
他
、
黒
田

（
一
九
七
九
）

金
水

（
一
九
九
九
）
等
で
、
独
り
言
に
は
ソ
系
が
現
れ
難
い
こ
と
が
既
に
議

論
さ
れ
て
い
る
為
、
本
論
で
は
こ
れ
以
上
扱
わ
な
い
。

（
‐７
）
含
只
召
冒
ガ
に
）
あ
の
バ
ッ
ク
は
誰
の
か
な
。

（
‐８
）
（同
じ
バ
ッ
ク
を
指
し
て
聞
き
手
に
）
田
中
君
、
そ
の
バ
ッ
ク
は
誰

の
。

（田
窪
二
〇
〇
二
、

２００
頁
）
（聞
き
手
の
近
く
に
あ
る
も
の
は
ソ
系



で
指
す
が
、
独
り
言
の
場
合
ア
系
を
用
い
る
）

（電
話
に
よ
る
指
示
）

電
話
に
よ
る
直
示
は
、
田
窪

（
二
〇
〇
二
、

２０２
頁
）
で

「
聞
き
手
が
存
在

し
て
い
る
空
間
に
話
し
手
が
存
在
し
て
い
な
い
と
認
識
さ
れ
る
場
合
は
、
そ

の
聞
き
手
が
存
在
し
て
い
る
空
間
は
近
称
制
約
を
受
け
、

ソ
系
列
の
指
示
詞

し
か
使
え
な
い
。
電
話
で
話
し
て
い
る
場
面
が
そ
の
典
型
で
あ
る
」
と
指
摘

す
る
よ
う
に
、
近
称
制
約
を
受
け
る
指
示
で
あ
る
。

（
‐９
）
傘
電
話
で
）
甲
　
田
中
君
、
そ
こ
ど
こ
。

乙
　
））
」
は
東
京
ド
ー
ム
の
入
り
口
。

（
田
窪
二
〇
〇
二
、

２０２
頁
よ
り
）

ま
た
、
二
節
④

で
あ
げ
た
、
以
下
の
電
話
の
場
面
に
お
け
る

（
３
）
「
そ

こ
」
が
、
ソ
系
の
直
示
の
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
立
場

（金
水
二
〇
〇

〇
）
と
、　
一
般
的
な
直
示
で
あ
る
と
す
る
立
場

（渡
辺
三
〇
〇
三
）
に
分
か

れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

（
３
）
Ａ
も
し
も
し
、
田
中
君
で
す
か
。

Ｂ
は
い
は
い
、
山
田
君
？
　
そ
こ
、
ど
こ
？

（金
水
二
〇
〇
〇
よ
り
、

１６２
頁
、
再
出
）

こ
の
論
議
は
、
金
水

（
二
〇
〇
〇
）
の
提
案
す
る
直
示

（金
水
二
〇
〇
〇

で
は
、
現
場
指
示
）
の
特
徴

「
独
立
性

。
同
時
性

・
所
在
既
知
性
」
（所
在

既
知
性
と
は
、
「
話
し
手
は
指
示
し
て
い
る
時
点
で
指
示
対
象
の
場
所
が
分

か

っ
て
い
る
」
（
‐６‐
頁
）
こ
と
）
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
金
水

（
二
〇
〇

〇
）
で
は

（
３
）
の

「
そ
こ
」
に
は
所
在
既
知
性
が
な
い
た
め
、

ソ
系
の
直

示
の
中
で
も
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
渡
辺

（
二
〇
〇
三
）

は

（２０
）
「
し
と

に
も
所
在
既
知
性
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
直
示
が
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
（
３
）
「
そ
ツと

も
同
様
に

一
般
的
な
直
示
で
あ
る
と

し
、
金
水

（
二
〇
〇
〇
）
説
の
非
妥
当
性
を
主
張
す
る
。

（２０
）
こ
こ
、
ど
こ
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
（渡
辺
三
〇
〇
三
、

４２４
頁
）

上
記
に
は
様
々
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
最
も
大
き
な
問
題
は
渡
辺

（二
〇
〇
三
）
と
金
水

（
二
〇
〇
〇
）
の
所
在
既
知
性
の
解
釈
の
相
違
に
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
。

渡
辺

（
二
〇
〇
三
）
で
は
所
在
既
知
性
に
つ
い
て
、
指
示
対
象
の
所
在
地

（存
在
す
る
場
所
＝
地
名
等
）
に
関
す
る
情
報
の
既
知
と
解
釈
し
て
い
る
が
、

こ
の
場
合
の
所
在
既
知
性
の
有
無
の
差
と
は
、
指
示
対
象

（
こ
の
場
合
、
電

話
の
相
手
）
が
本
当
に

「
そ
こ
」
に
所
在
す
る

（
＝
存
在
す
る
こ
と
）
か
ど

う
か

の
既
知

の
有
無

の
差

で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
以
下

の

（２‐
）

（
２２
）
例
で
検
証
し
て
み
る
。

（
２‐
）
（電
話
で
）
田
中
１

も
し
も
し
、
山
田
君
。

山
田
１

は
い
は
い
、
そ
こ
、
ど
こ
？

田
中
１

，）
」
は
、
刀
根
山
。

山
田
２

う
そ
。
そ
こ
に
い
る
は
ず
な
い
。

（２２
）
（歩
い
て
い
て
）

山
田
１

ね
え
、
山
田
君
。
こ
こ
、
ど
こ
？

田
中
１

，し
」
は
、
刀
根
山
。

山
田
２

．
う
そ
。
こ
こ
に
い
る
は
ず
な
い
。



上
記
の
例
文

（
２‐
）
（
２２
）
の
山
田
１

「
そ
こ
」
「
）
と

は
、
両
者
と
も

所
在
位
置
情
報

（場
所
の
名
称
）
に
つ
い
て
の
問
い
か
け
と
解
釈
さ
れ
非
文

と
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
（２‐
）
（
２２
）
の
山
田
２
で
示
す
よ
う
に
、
結
局

（
２‐
）
の
よ
う

な
電
話
に
よ
る
会
話
で
は
、
話
し
手
に
は
聞
き
手
の
所
在

（
＝

「
そ
こ
」
に

存
在
す
る
こ
と
）
に
関
す
る
確
か
な
認
識
は
な
い
為
、
所
在
に
関
す
る
否
定

は
で
き
る
。
し
か
し
、
話
し
手
の
所
在
位
置
で
あ
る

（
２２
）
フ
）
と

に
つ

い
て
は
、
自
分
自
身
が
発
話
場
所
に
所
在

（
＝

「
こ

，と

に
存
在
す
る
こ

と
）
す
る
こ
と
は
、
勿
論
確
か
な
認
識
が
あ
り
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

こ
の
よ
う
に

一
見
す
る
と
同
じ
直
示
に
見
え
る
山
田
１

（
２‐
）
「
そ

，と

（
２２
）
「
）
と

で
あ
る
が
、
実
は

（
２‐
）
の

「
そ
こ
」
は
、
先
の

（
４
）
の

Ⅳ
場
面
で
あ
る

「話
し
手
と
聞
き
手
の
、
談
話
空
間
及
び
談
話
時
間
が

一
致

す
る
場
」
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
特
殊
な
直
示
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
ソ
系
の
直
示
を

「
み
せ
か
け
の
直
示
」

と
呼
ぶ
が
、
（
４
）
の
Ⅳ
場
面
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

で
も
、
ソ
系

に
は

「
み
せ
か
け
の
直
示
」
が
見
ら
れ
る
。

（
２３
）

ａ

（夫
が
妻
に
）

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
タ
バ
コ
を
買
い
に
行

っ
て
く
る
。

ｂ
　
Ａ
　
は
さ
み
ど
こ
？
　
Ｂ
　
そ
の
辺
に
あ
る
で
し
ょ
。

こ
の
ソ
は
、
金
水

（
一
九
九
九
）
で
曖
昧
指
示
表
現
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
言
語
外
世
界
に
確
定
的
な
値
を
持
た
な
い
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
直
示
は
コ
。
ア
に
は
全
く
不
可
能
で
、

ソ
の
み
に
な

ぜ
、
こ
の

「
み
せ
か
け
の
直
示
」
が
可
能
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

ソ
の

コ
。
ア
に
は
な
い
特
性
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

五
　
ま
と
め

以
上
の
ま
と
め
と
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、

コ
ソ
ア
の
直
示
は
様
々
な
形
で
、
そ
の
用
法
が
論

議
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
直
示
の
概
念
が
明
確
に
規

定
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
為
に
、
い
わ
ば
す
れ
違

っ
た
形
で
議
論
さ
れ
た
こ
と

が
、
少
な
か
ら
ず
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
論
は
、
原
則
的
な
直
示
を

（
４
）
で
定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、

様
々
な
例
外
的
に
見
え
る
直
示
の
起
こ
り
得
る
状
況
を
、
予
測
可
能
と
す
る

こ
と
を
試
み
た
。

「指
示
」
と
は
、
話
し
手
が

「
（対
象
を
）
指
示
す
る
」
と
い
う
行
為
と
、

聞
き
手
が

「
（対
象
を
）
同
定
す
る
」
と
い
う
行
為
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、

ま
た

「直
示

（ダ
イ
ク
シ
ス
と

と
は
、
話
し
手
が

（
４
）
の
条
件
下

で
、

コ
ソ
ア
の
発
話
の
み
で
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
話
し
手
は

（
Ｈ
）
の

距
離

（人
称
）
・
属
性

（語
彙
）
情
報

。
発
話
状
況
か
ら
語
用
論
的
に
、
聞

き
手
の
対
象
の
同
定
に
は
必
要
で
あ
る
と
想
定
し
た
と
き
に
、
指
差
し
等
の

身
体
的
指
示
動
作
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
（聞
き
手
も
、
話
し
手

か
ら
与
え
ら
れ
た
距
離

（人
称
）
・
属
性

（語
彙
）
情
報
と
発
話
状
況
、
ま

た
話
し
手
の
身
体
的
指
示
動
作

（行
わ
れ
た
場
合
の
み
）
か
ら
総
合
的
に
対

象
を
同
定
す
る
）



但
し
、
あ
く
ま
で
上
記
の
定
義
は
試
論
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
修
正
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、

コ
ソ
ア
に
よ
る
直
示

（ダ
イ
ク
シ
ス
）
は
、
本
論
で
指
摘
し
た

よ
う
に
Ⅳ
場
面
や
Ⅲ
対
象
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
様
々
な
制
約
を
見
せ
る
が
、

筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
行

っ
て
き
た
歴
史
的
な
テ
キ
ス
ト
を
対
象
と
し
た
古
代

語
の
指
示
詞
研
究
に
、
今
回
指
摘
し
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
せ
て
い

く
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
指
示
代
名
詞

「
（
コ
ソ
ア
）
十
１

レ
、
―

コ
、
―

ノ
」
の
み
で
な

く
、
述
語
に
係
る
指
示
副
詞

「
（
コ
ソ
ア
）
＋
―

ン
ナ
風

二
、
―
ウ
ヤ
ッ
テ
」

等
の
問
題
も
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

注（１
）

本
論
で
は

「ダ
イ
ク
シ
ス
」
の
訳
語
で
あ
る

「直
示
」
を
使
用
す
る
。

（２
）

吉
本

（
一
九
九
二
）
で
は
、
ま
ず
指
示
を
直
接
指
示
と
間
接
指
示
に
分
け
、

直
接
指
示
は
さ
ら
に
現
場
指
示
と
文
脈
指
示
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
間
接

指
示
と
は
総
称
指
示

・
唯

一
指
示
と
い
う
下
位
分
類
を
持
つ
、
普
通
名
詞
に

よ
る
指
示
で
あ
る
。

例

（総
称
指
示
）
鯨
は
哺
乳
動
物
で
あ
る
。
魚
で
は
な
い
。
（１０９
頁
）

な
お
本
論
で
は
、
関
係
す
る
直
接
指
示
の
み
を
表

一
に
載
せ
た
。

（３
）

渡
辺

（二
〇
〇
三
）
の
こ
の
分
類
は
コ
〓
ヨ
９
ｏ
２

九
九
七
）
に
基
づ

い
て
い
る
。
ま
た
ｒ
Ｑ

，
８
う
貧

九
八
三
）
で
は
、
次
の

（１
）
ａ
を
動

作

的

用

法

Ｆ
ａ

“
邑

“
∽”
∞
ｅ
、
ｂ

を

象

徴

的

用
法

の
Ч
ヨ
ｇ
Ｆ

●
８
∞
ｏ
）
と
す
る
。

（１
）

ａ
↓
〓
∽
い，
∞
９

，
“
二
９

（
こ
の
指
が
痛

い
）
ｂ

↓
〓
∽
ｏ
【一Ч
資
す

ｏ
″
∽

（
こ
の
街
は
よ
く
な
い
）

（４
）

金

（
二
〇
〇
四
）
で
は
、
「
指
差
し
行
為
が
伴
わ
な
い
」
と
い
う
象
徴
的

直
示
の
特
徴
は
、
必
要
条
件
で
あ

っ
て
、
十
分
条
件
で
は
な
い
。
」
（５
頁
）

と
、
「指
差
し
」
と

「象
徴
的
直
示
」
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
２

般
的
な
）
直
示
に

「指
差
し
」
が
義
務
的
で
あ
る
と
は
し
て
い
な
い
。

（５
）

田
窪

（
二
〇
〇
二
）
で
は
本
論
の

（
１３
）
「本
」
の
よ
う
に
普
通
名
詞
が
、

現
場
の
要
素
を
直
示
し
て
い
る
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
、
日
本
語
で
は
属
性
に
よ
り
発
話
現
場
に
あ
る
対
象
を
同
定
す
る
こ
と

が
語
用
論
的
な
操
作
と
し
て
可
能
で
あ
る
か
ら
と
す
る
。
日
本
語
で
は
普
通

名
詞
は
属
性
を
表
す
場
合
と
、
属
性
に
よ
り
す
で
に
同
定
さ
れ
て
い
る
対
象

を
指
示
す
る
場
合
と
は
区
別
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
英
語
の
よ
う
な

不
定
冠
詞
と
定
冠
詞
を
区
別
す
る
言
語
で
は
、
こ
の
機
能
は
明
確
に
分
離
し

て
い
る
。

（６
）

堀
口

（
一
九
八
七
）
は
ソ
に
つ
い
て
も
、
「対
話
や
手
紙
な
ど
で
聞
き
手

が
特
定
の
場
合
に
は
、
「
ソ
コ
」
「
ソ
チ
ラ
」
「
ソ
ノ
町
」
「
ソ
ノ
国
」
な
ど
の

中
称
で
、
常
に
聞
き
手
が
そ
の
中
に
存
在
す
る
場
所
を
絶
対
的
に
表
す
も
の

も
あ
る
」
（
８９
頁
）
と
す
る
。

（７
）

こ
の
近
称
制
約
は
、
国
ｏ
一〓
一
２

舎
一〇
〇
〇
）
の
８
●
０
こ
０
●
ｏ
●
「
ｏ
ｘ
∵

ヨ
Ｌ
ｏ
ｏ
●
φ一Ｅ
２
に
、
基
づ
い
て
い
る
。

（８
）

こ
の
コ
系
的
な
領
域
外
が
ア
系
的
な
領
域
と
な
る
。
ま
た
、
ソ
系
的
な
領

域
の
問
題
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
コ
系
を
中
心
と
す
る
為
、
こ
れ
以
上
は
扱

わ
な
い
。

（９
）

金
水

（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
ソ
の
現
場
指
示
が
直
接
的
な
指
し
示
し
で
は

な
く
、
「
あ
な
た
の
そ
ば
の
～
」
の
よ
う
な
記
述
的
な
意
味
で
あ
る
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
る
。
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